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三重大学リカレント教育センターの活動について
三重大学の教育リソースを活かした地域と企業が今を生き抜くためのリカレント教育の提供

◼ 人材確保が困難になる中、自治体や企業にはリカレント教育の必要性が高まっている
◼ 三重大学は令和4年にリカレント教育センターを整備し、3年間活動してきた
◼ 令和6年度には、県内の企業や自治体に新規開発した教育プログラムを提供した
◼ リカレント教育によって個人や企業に変化が生まれ、具体的な成果が上がり始めている

【センターの概要】
三重大学は、地域の皆様のニーズに合った教育プログラムを構築・提供することを目的として、
令和4年4月にリカレント教育センターを整備した。当センターが活動を開始してから間もなく
3年が経過するが、開発したリカレント教育プログラムを県内の企業や自治体に提供すること
により、受講者や受講者の所属する組織に具体的な成果が上がり始めている。

【発表内容】
活動開始から間もなく3年が経過する当センターについて、主に令和6年度における活動の
概要を発表する。特に、今年度新規に実施したリカレント教育プログラムの中から、オーダー
メイドプログラムである「鈴鹿市・政策提案力向上プログラム」と「キオクシア㈱・課題抽出力向
上プログラム」を紹介するとともに、令和4年度より3年間継続しているレディーメイドプログ
ラムの「DX人材育成プログラム」について具体的に紹介する。

【今後の展望】
リカレント教育センターでは、当センターのリカレント教育プログラム修了生
の交流の場として、修了生コミュニティーを整備中である。今年度は、「DX人

材育成プログラム」修了者の交流会を初めて対面で実施した。今後はこの修
了生コミュニティーをさらに拡充していく予定である。

＜本件に関するお問合せ＞
三重大学リカレント教育センター
TEL： 059-231-９２２６
E-mail： recurrent@ab.mie-u.ac.jp



【背景】地域と企業が今を生き抜くためにはリカレント教育が必須

➢ OECDの予測では、2030年には日本の生産年齢人口が57.3％にまで減少し、OECD加盟国中最下位にな
る見込みであり、人手不足はより深刻化

➢ 日本企業のOJT以外の人材投資（GDP比）は、G７諸国中で最も低い上に低下傾向

➢ 社外学習・自己啓発を行っていない個人の割合は半数近くで、アジア諸国と比較して不十分

➢ 自治体や地域の企業がこの時代を生き抜くためには、職員・従業員の力を伸ばし、生産性を上げること
が必要不可欠

参考「大学等がリカレント教育に取り組む意義と推進に向けた方向性」（文部科学省 https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/manabinaoshi/index.htm）



リカレント教育
社会変化への対応や自己実現を図るための以下①～③を内包した社会人の学び直し

大学がリカレント教育に取り組む意義＜地域社会におけるメリット＞：地域ニーズに沿う形で、技術・知識・
スキルを習得するための教育プログラムを大学等が提供することは、地域における産業・雇用を作り、若者の
修学・就業促進に寄与するなど、地域社会に広くメリットがあると考えられる。
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プラットフォームみえ
（R5設立）

• これまでの連携を礎に
• 協議会の開催
• コーディネーターの配置
• ニーズ調査、
• セミナー・シンポジウムの開催

地域のステークホルダー
との交流が活性化

①リスキリング
時代のニーズに即して職業上新たに求め
られる能力・スキルを身に付けること

②アップスキリング

現在の職務を遂行する上で
求められる能力・スキルを
追加的に身に付けること

③職業とは直接的には結びつかない技術や教養等
を身に付けること

大学・大学院や専門職大学院
での学び（５学部６研究科）

• H21大学院地域イノベーション学研究科設置
• H29大学院教育学研究科（教職大学院）設置

公開講座や市民開放授業 •三重大学では公開講座だけで年間300以上の講座
が開講され、延べ20,000人以上が受講

三重大学リカレント教育センター
（R4設置）

リカレント教育に関する三重大学のこれまでの取組

参考「大学等におけるリカレント教育の持続可能な運営モデルの開発・実施に向けたガイドライン」（令和6年3月改訂版 文部科学省 PwCコンサルティング）



三重大学リカレント教育センターの活動
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三重県を中心とした
東海地方の企業様・
自治体様

• 激変が続く社会

• 新しい知識が欲しい

• 新しいスキルを身に
着けたい

高品質な
プログラムを

ご用意

ご要望に
マッチした
プログラムを
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知識やスキル
に関するご要望

• ご要望の多いDX/ICTなどの分野についてレディーメイドプログ
ラムを開発してご提供します

• 「DX人材育成プログラム」（文部科学省受託事業・補助事業
採択プログラムを改良継続する教育）

• これまでも三重大学が提供してきた優良なリカレント教育プ
ログラム（防災塾、サイレッツ＝科学的地域環境人材養成）

• 自治体様・企業様が個別に必要とするスキルや知識を丁寧に
聴き取り、ご要望通りのオーダーメイドプログラムをご提供

• 三重大学の最大の強み・貴重な財産である授業コンテンツと
教授陣を最適の組み合わせにして教育プログラムをご提供

• 新たなスキルの獲得、専門分野の学び直し、ある分野の最先
端情報のご提供など、様々なご要望に柔軟にお応え

• 三重大学のリカレント教育の入口となり、ワンストップサービスを提供

• 社会人が無理なく学べるよう、主にオンライン・オンデマンドで教育プログラムを提供



オーダーメイドプログラムの構築
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➀リカレント教育のニーズ

企業や自治体等
リカレント教育センター

プログラム構築

【学内コンテンツ群からピックアップ・プログラム構築】
・リカレント教育パートナーによる調整
・教育プログラムの開発
・KPI（案）の設定と年次計画（案）の策定
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リカレント教育センター事務部
（営業部隊によるプロモーション活動を含む）

②-1プログラム構築

⑦レディーメイドプログラムへの移行
汎用性のある優れたプログラムはカタログプ
ログラムへ移行し、他機関・個人にも提供

企業等や自治体のカウンターパート

と連携するコーディネート機能

④リカレント教育の提供
（専用プラットフォーム）

各学部・研究科等・教員
（授業コンテンツの提供）

②-2プログラム構築
コーディネート機能

地域イノベーション学研究科
（社会人学生の教育に実績）

⑥協力に対するインセンティブの配分

➢ リカレント教育セ
ンターの教職員が
企業や自治体の
ニーズを聴き取り

➢ リカレント教育セ
ンターがニーズに
合わせてリカレン
ト教育プログラム
を企画し、学内の
関係学部・研究
科・教員等を座組

➢ 企業・自治体・教
員と協議しながら
プログラムを構築

➢ オンラインツール
を提供してプログ
ラムの運営と学生
の学びを支援



【オーダーメイドプログラム】鈴鹿市・政策提案力向上プログラム

➢ 鈴鹿市では、末松則子市長を中心に、
「学ぶこと」が働く人にもたらす成果や、
組織がリカレント教育を活用することで
得られる効果を認識

➢ 三重大学リカレント教育センターによる
オーダーメイドプログラムを活用し、DX
に関するスキル・知識の習得や、企画
力・政策形成能力向上のための職員向け
リカレント教育プログラムの実施を令和
５年度に決定

➢ リカレント教育センターのコーディネー
トにより、人文学部教員が「政策提案力
向上プログラム」を構築

➢ 講義とグループワークを組み合わせた内
容で９回、ほかビデオ講義３コマを実施
し、中堅職員５名が受講（令和６年８月
～令和７年１月）



【オーダーメイドプログラム】キオクシア㈱・課題抽出力育成プログラム

➢ キオクシア㈱では、AIを活用した
データ分析を進める中で、課題を抽
出する能力の重要性を認識

➢ 三重大学とキオクシア㈱が連携して
課題抽出力向上のための講座を開発

➢ この講座を通じて、「なぜ」という
問いに焦点を当て、表面的な問題だ
けでなく、課題の本質を見抜き、そ
の背景にある根本的な原因を特定す
る能力を養うことを目指した

➢ 講義とグループワークを組み合わせ
た実践的な内容で４回、ほかビデオ
講義３コマを実施し、若手社員を中
心に１０名が受講（令和６年１１月
～１２月）



【レディーメイドプログラム】DX人材育成プログラム

➢ 令和４年度および５年度は文部科学省から
の支援を受け、今年度より自走化して開催
（３年間で修了者５４名）

➢ 企業等のDX・デジタル化に必要な基礎的
な知識とスキルに加え、プロジェクトマネ
ジメント能力を併せ持った人材を養成する
目的でプログラムを構築

➢ 株式会社EBILAB、大学院地域イノベー
ション学研究科および当センターが連携し、
講義および実際の企業データを用いた演
習・グループワークを実施

➢ 成果発表会では、実社会データとBIツール
等を用いて議論・検討した結果を基に、課
題を見出すとともにその解決策を提案

➢ 修了者の企業において具体的な成果（社内
での分析ツール活用、DX教育体制構築、
DX支援サービスの事業化など）



【今後の展望】修了生コミュニティー（アルムナイ）の整備

➢ 令和４年度からオンラインの修了生コミュニティーの場を整備し、希望者が活動を開始（３４名が参加中）

➢ 「DX人材育成プログラム」修了者を対象に令和７年１月３１日に初めて対面での会合を開催し、７名が参加

➢ リカレント教育プログラムでの学びが企業における自身の活動にどのように活きているかを互いに発表しあった

➢ 今後は対象者を拡大しながら、受講生間の交流のため、年２回程度、定期的に開催する予定


